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自然界に存在するすべての液体は、分子レベルの不均一性を持つ。例えば液体の水(H2O)

を考えてみよう。水は、ヒトの主要な構成分子であり、植物が行う光合成の材料でもある。

海洋や雲を構成し、地球の気候に大きな影響を与えている。しかし、水が存在するところ必

ず水の界面（水と水が接する物質の境界）が存在するという事実は普段あまり意識されてい

ない。空気/水界面では、わずか数 Å（10-10 m）の範囲で、水分子の密度が 1 g/cm3から急激

に 0 g/cm3になる。その結果、空気/水界面に存在する H3O
+, OH-の密度分布に不均一な偏り

が生じ、界面特有の興味深い特性が現れる。また、自然界において純粋な水(100 % H2O)は

存在せず、水は必ず何らかの他成分を含んでいる。このような他成分を含む水では、界面だ

けではなく、液体の内部においても分子レベルの不均一性が生じ、化学反応と物理過程に影

響を与えている。 

本講演では、界面と液中の Å レベルの不均一性が化学反応に与える影響とそのメカニズ

ムを紹介する。さらに、Å レベルの不均一性を明らかにすることで開拓される新しい学問分

野の可能性について議論する。 
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